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序論 
 この調査では主に種類の調査を行った。１

つ目はクロスカントリースキー競技のインタ

ーバル・スタート方式の際に行われている、

タイムチェックについて、競技会の種別ごと

の途中経過とゴール結果のタイムから相関係

数を求め、距離別、男女別、走法別とカテゴ

リごとに、変化がみられるのかをみていく。

２つ目は、国際競技会ではどのようなレース

の流れで上位選手の順位が決まって行くのか

を調べていく。そしてこれらの結果から、ク

ロスカントリースキー選手のメンタル・マネ

ジメントに関わる要望に応えられるような有

効的なサポートを考察していく。 
方法 
 １つ目の調査では、過去 10 年間の世界各

国で行われたワールドカップ大会、過去 10
年間の世界選手権大会、過去 10 年間の冬季

オリンピック、そして過去９年間の全日本選

手権の大きく分けて４大会の中から、インタ

ーバル・スタート方式で行われた試合結果を

もとに、試合ごとに途中経過とゴールタイム

を取り込み、相関係数を求め比較した。 
 ２つめの調査では、ワールドカップ、世界

選手権、オリンピックの過去３シーズンに行

われた大会を調査した。男子は１５ｋｍ競技

の１７試合、女子は１０ｋｍ競技の１７試合

を対象とした。調査する順位は３位圏内と３

０位圏内と設定し、それぞれレース途中のチ

ェックポイント通過の最低順位を調べ、その

チェックポイントでは何位で通過して、その

地点での３位圏内、また３０位圏内には何秒

の差があるかを調査していくものとした。そ

の結果を表にまとめ考察していく。 
結果 
 １つ目の調査ではカテゴリごとに、対象試

合を参考に調査を行った結果、レースの距離

別、競技会場別、男女別の３つのカテゴリに

おいて、レースのゴールタイムと途中結果の

相関係数に有意差がみられた。 
 ２つ目の、国際競技会で３位圏内、また３

０位圏内の戦術調査では、男子１５ｋｍ競技

は前半のＣＰ（チェックポイント）１地点で

は３位圏内まで１０秒以上の差があっても後

半に巻き返しが可能であるが、ＣＰ２、ＣＰ

３に進むにつれタイム差を少なくしていかな

ければ３位に入ることは難しいとわかった。

女子の１０ｋｍでは、前半のＣＰ１からタイ

ム差が少ない傾向があり、前半から速いペー

スでレースを展開することが必要だとわかっ

た。 
考察 
 １つ目の調査結果から、レースの距離別、

競技会場別、男女別の３つのカテゴリにおい

て、調査の結果Ｒ値に差がみられたことから、

この３つのカテゴリについて、タイムチェッ

クを行う際のチェックポイントや、情報提供

などを戦術として工夫していく必要があるこ

とがわかった。また、この３つのカテゴリに

ついて、今回の調査のような１試合にＣＰ（チ

ェックポイント）が１つから４つではなく、

より多くのチェックポイントでタイム計測や

コースプロフィールなどのデータも含めて研

究していくことにより、さらに有効的なタイ

ムチェックを行うことが可能となる。それに

より、レース中の選手に対し最高のサポート

を行うことができる。 
 ２つ目の調査結果では、３位圏内・３０位

圏内の戦略として、どちらもタイム差を少な

く上位にいることが必要だということがわか

った。しかし、３位圏内や３０位圏内を目指

していたとしても、ＣＰ地点で明らかにタイ

ム差が大きかった場合、無理に3位圏内、３

０位圏内を目指させたりするのは、選手のや

る気を落としてしまったり、ペースを乱して

しまうことが予想されることから、今回の調

査結果を元に、各ＣＰでのタイム差に応じ、

臨機応変なタイムチェックが必要だと考える。 


